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小林英夫氏は芥川の筆癖に「もちろんj 型、 「違いないJ 型、 「言うまでもない」型な
どがあり、 「それはいすれも事実の確認を強調するものであって、他人にゆぴ一本指させ
まいとする自信の強さを示しているj と語っている． 「羅生門」という文章に「もちろん』
型の文が六つあり、 「ばかり J 型の文が七つ、このほかの断定的表現もいくつかある。
.. もちろんなぜ老婆が死人の髪の毛を抜くか分からなかった。
.. もちろん右の手では赤く頬に臆を持った大きなにきびを気にしながら聞いているの
である。
.. 選んでいれば、築土の下か、道端の土の上で、飢え死にするばかりである。
企外にはただ黒洞洞たる夜があるばかりである。
企 今この下人が長年使われていた主人から、暇を出されたのも、実はこの衰微の小さ
な余波のほかならない。
.. 老婆が驚いたのは言うまでもない。
以上のいずれの例にも、作者の芥川龍之介の視覚が潜んでいる。例えば、 「もちろんj
は論理的必然性を強調するが、 「羅生門j には芥川の予想以外に何も不可能だというコン
トロールの思想がうかがえる。これもやはり、芥川龍之介の統御、制御の働きがその根底
に働き掛けているにかかわりがあると思う。
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( 5) 
結ぴ
芥川龍之介の「羅生門j の文体の特色は以上述べたほかに、 「歴史的現在」の使用、
「接続調」の使い方の特色など、まだいろいろある。そのどちらを分析しても、 「羅生町
の表現を特徴づけるのは統御的性格だという結論を出すことが出来ると思う。 「羅生門」
の文体分析から、芥川龍之介が理知的作家で、芸術至上主義者である様態が覗けるだろう．
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